










































握については全体： 94.7%、公立： 98.6%、私立： 88.1%である。コーディネーターの指名は全体： 87.1%、公立：











































































































































































































































































スターに分類することが適当であると判断されたため、 4クラスター解と 5クラスター解を求め、 6つの選択肢
の回答状況を検討した。その結果、 5クラスター解が解釈しやすいと判断したので、以下では幼稚園を5つのタ
イプに分けて、小学校との連携の実態を検討する。
各クラスターの内訳は、第1クラスターは 13園（公立： 5園、私立8園）、第2クラスターも 13園（公立： 4圏、
私立： 9園）、第3クラスターは 10園（公立： 4園、私立： 6園）、第4クラスターは 13園（公立： 9園、私立：
4園）、第5クラスターは 13園（公立： 1園、私立12園）で、あった。 Fig.8からわかるように、 CL 1とCL 5が大














































































































分析一 論叢2015（玉川大学教育学部紀要）， 97-113. 
付記
本研究は、平成27年度富山大学人間発達科学部特別研究論文として第2著者（北野）が提出した論文を元に、
第1著者（小林）の責任でデータの再分析を行い、新たに執筆したものである。
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